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要
旨

本
法
律
案
は
、
低
所
得
で
あ
る
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
等
の
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
を
支
給
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

国
は
、
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
、
前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
と
所
得
と
の
合
計
額
（
以
下
「
前
年
所
得

額
」
と
い
う

）
が
老
齢
基
礎
年
金
満
額
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
（
以
下
「
所
得
基
準
額
」
と
い
う

）
以
下
で
あ

。

。

る
こ
と
そ
の
他
世
帯
の
所
得
の
状
況
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
者
に
支
給
し
、

そ
の
月
額
は
、
給
付
基
準
額
に
、
保
険
料
納
付
済
期
間
の
月
数
を
四
百
八
十
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
、
老
齢

基
礎
年
金
満
額
に
、
保
険
料
免
除
期
間
の
月
数
の
六
分
の
一
（
保
険
料
四
分
の
一
免
除
期
間
に
あ
っ
て
は
十
二
分
の
一
）
に

相
当
す
る
月
数
を
四
百
八
十
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
十
二
で
除
し
て
得
た
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。

二

給
付
基
準
額
は
、
五
千
円
と
し
、
消
費
者
物
価
指
数
が
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
属
す
る
年
の
前
年
（
給
付
基
準
額
の
改

定
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
直
近
の
当
該
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
年
の
前
年
）
の
消
費
者
物
価
指
数
か
ら
上
昇
又
は
低
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下
し
た
場
合
は
、
そ
の
上
昇
又
は
低
下
し
た
比
率
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
翌
年
の
四
月
以
降
の
給
付
基
準
額
を
改
定
す
る
。

三

国
は
、
補
足
的
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
、
前
年
所
得
額
が
所
得
基
準
額
を
超
え
、
か
つ
、
所
得
基
準
額
を
勘
案

し
て
政
令
で
定
め
る
額
以
下
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
世
帯
の
所
得
の
状
況
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
者
に
支
給
し
、
そ
の
月
額
は
、
一
の
額
か
ら
そ
の
者
の
前
年
所
得
額
の
逓
増
に
応
じ
、
逓
減
す
る
よ
う
に

政
令
で
定
め
る
額
と
す
る
。

四

国
は
、
障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
又
は
遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
、
前
年
の
所
得
が
政
令
で
定
め
る
額
以
下

で
あ
る
障
害
基
礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
に
支
給
し
、
そ
の
月
額
は
、
給
付
基
準
額
（
障
害
の
程
度
が
障
害
等

級
の
一
級
に
該
当
す
る
者
は
、
給
付
基
準
額
の
百
分
の
百
二
十
五
に
相
当
す
る
額
）
と
す
る
。

五

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税

法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

六

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
財
源
は
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的

な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
増
加
す
る
消
費
税
の
収
入
を
活
用
し
て
、

確
保
す
る
も
の
と
す
る
。


